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 国からの要請(*)も踏まえ作成した「大田区人口ビジョン」は、平成22(2010)年国勢調査人口を
基準として将来人口を推計している。 

 この度、平成27年の国勢調査に基づき、「大田区人口ビジョン」のうち、シナリオＡ-メイン 
シナリオ(**)による将来推計結果の一部を平成29年に引き続き更新した。 

 推計方法は、「大田区人口ビジョン」と同様とした。 

 今回の更新の対象は、「大田区人口ビジョン」における 

 第５章 地域別の将来人口推計 
   1. 大森地域  2. 調布地域  3. 蒲田地域  4. 糀谷・羽田地域 
 第７章 産業関係の人口推計 
   1. 昼間人口  2. 就業人口  3. 産業別付加価値額 

   に相当する。 

 なお、平成29年には、「大田区人口ビジョン」における 

 第１章 大田区人口の推移と変化 
 第３章 将来人口を検討する上で想定されるシナリオとその推計 
 第４章 年齢別将来人口 
 第６章 将来世帯数の推計 

   を既に更新している。 

 平成29年および平成30年の「大田区人口推計」によって、「大田区人口ビジョン」の平成27年
国勢調査に基づく更新はすべて完了した。 

 

(*)地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4（技術的助言）に基づく、「都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略及び市町村
まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について」（平成26年12月27日閣副第979号・内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局長
代理 内閣審議官通知） 
 
(**)東京オリンピック・パラリンピックが開催されるH32(2020)年までは、H22(2010)年からH27(2015)年までの趨勢と同様に人口
が推移した後、段階的に転入者数が減少すると仮定した推計。「大田区人口ビジョン」（平成28年3月）において、メインの推計として
採用した。 
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